
 

大災害に備える 
 副校長 伊藤 雅一  

 

 先日、首都大阪で震度６弱というとても大きな地震があり、５名の死者と４００名以上の負傷者

が出ました。登校途中だった４年生の女の子も犠牲になったことを考えると居たたまれない気持ち

になります。朝の災害であったため、通勤や通学にも大きく影響しました。もう災害を人ごとにし

ている場合ではないのです。 

 子供たちには、毎月の避難訓練を通して「自分の命は自分で守る」ことを指導しながら、その場

に応じた行動について考えてもらっています。また、先日は５，６年生の希望者３６名が「学校に

泊まろう」に参加して、非常時の体験をしました。牛乳パックやペットボトルから食器を作ったり、

火を使わないで炊けるα米という非常食を食べたりしました。また、校舎の２階にある「災害備蓄

倉庫」にどんなものが備えてあるかも見学しました。テレビも無い、ベッドも無い、お風呂も入れ

ないという生活を通して、子供たちは、いざという際にどのように過ごせばよいかを考えるよい機

会になったと思います。 

 東京都では、「都民の備蓄推進プロジェクト」を展開し、各家庭で「日常備蓄」を実践してもらえ

るように奨励しています。生活必需品を少し多めに購入し、古いものから順に消費し、減った分を

補充することで常に少し多めの状態をキープするという自宅でできる備えです。このような日頃か

らできる準備も大災害への対策として必要になってきます。さらに、災害時は「７２時間帰らない」

という一斉帰宅の抑制も呼びかけています。みんなが一斉に帰宅しようとすると、救急車や消防車

が通れない、余震等による災害や混雑に巻き込まれて危険であるというのが理由です。安全な場所

に７２時間（３日間）留まることが大切な人や自分を守ることにつながるのです。 

 首都直下型地震が起きる確率も変わらず高いままです。大人である自分たちが今まで以上に災害

への意識を高め、子供たちや家族の命を守るために出来得る準備や備えを強化しなければなりませ

ん。そして、大災害が起こっても大切な、１つだけしかない尊い命を失うことがないよう、学校・

家庭・地域が助け合いながら困難を乗り越えていきたいと考えています。有事の際には御協力をお

願いいたします。 

 あと２０日で夏休みがやってきます。家族で過ごす時間を大切にしていただき、思い出が数多く

残るような有意義な夏休みになさってください。 

自転車の安全利用に向けたお願い 

 「東京都自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例」に基づき、お子様が自転車を利用するにあ
たって、保護者の皆様には以下の内容について御協力をいただきたく存じます。よろしくお願いいたします。 

     

 

 

 

 

 

〇保護者は、その保護する児童が自転車を安全で適正に利用することができるよう、 

 指導・助言等を行い、必要な技能及び知識を習得させるよう努める。 

〇保護者は、自転車を利用する際は、児童に反射材を利用させ、乗車用ヘルメットを 

 着用させる等の必要な対策を行うよう努める。 
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墨田区立小梅小学校 

校長  荒井 令子 

教育目標  ○思いやりのある子  ○深く考える子 ○たくましい子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月の生活目標  身の回りの整理整頓をしよう 

生活指導主任 山口 勝代    

  もうすぐ夏休みが始まります。その前に自分の持ち物を整理して気持ちよく夏休みをむかえたい

ものです。夏休みに使わないものは持ち帰りますので、記名や補充をして９月からしっかりと学習

できるように準備をお願いします。             

演劇鑑賞教室                           

  特別活動担当 杉本 有里  

 墨田区では、子供たちの豊かな心情を育むため、毎年、演劇鑑賞教室を各校にて実施しています。
本校は６月７日（木）に体育館で行いました。今年は、劇団風の子による「陽気なハンス」でした。
体育館中央につくられた特設ステージを全校児童が囲み、楽しく鑑賞しました。ユニークな舞台装
置や道具が登場するたびに、子供たちは驚いた反応を見せ、音楽隊の演奏にも興味津々の様子でし

た。 
弱いものをいじめる敵に、知恵と勇気をもって立 

ち向かうハンスから、前向きに明るく生きる勇気を 
もらったのではないでしょうか。 
終演後には、劇団員さんたちと笑顔でハイタッチ 

をしてから、教室に戻りました。 

◆夏季休業中の施設工事について◆                

 子供たちにとってより快適で安全な施設とするため、夏季休業中に様々な改修工事が行われます。校内への出入り等

でご迷惑をおかけいたしますが、御理解・御協力のほどよろしくお願いします。（校庭や体育館の開放もありません。） 

 〇体育館改修（壁と床の塗り替え）…７月９日（月）から着工するため、この日から体育館使用が不可になります。 

〇防煙シャッター改修（第二階段）…昨年度の第一階段に引き続き、より安全性の高いものに取り替えます。 

〇音楽室…空調設備を新しいものに取り替えます。 

体力テスト 
体育主任 島村 晃   

 ６月１４日（木）は全校で体力テストを実施しました。例年、本校では握力とソフトボール投

げの記録が体力の課題として挙げられています。今年度は「体力アップタイム」を中休みに設定
し、楽しみながら握力と投力が向上できる運動に取り組みました。昨年度から校庭に、雲梯と登
り棒を設置しました。設置当初と比べ、上手に雲梯を渡ったり、登り棒を登ったりする姿が多く
見られます。一斉測定の前に「自分の一生懸命を見せよう」という話をしました。友達と記録を
比べ合うのではなく、各種目で自分の精一杯の力を出すことを意識して取り組むようにしました。

どのような成果が出るか楽しみなところです。１２月頃に結果が届く予定です。 
今年度はペア学年をつくり、上学年が下学年の測定を補助する方法で、一斉に測定をしました。 

測定の順番待ちの時に、上学年が下学年のペアの子に動きのこつを教えていたり、上手にできた
時に褒めていたりする様子が微笑ましかったです。 
 測定の補助には、たくさんの保護者の方に御協力いただきました。 
ボール拾いや児童の誘導など、様々な場面で御協力いただき、スムー 
ズに測定を行うことができました。保護者の方に見守っていただける 

ことで、子供たちも例年以上に張り切って測定に取り組んでいたよう 
です。御協力いただきありがとうございました。 
 

 



    

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                

                           

                                                             

                         

 

 

 

 

 

 

これからも「すっきり」できる挨拶をしていきます。 水道キャラバンで水道水について学びました。 

図画工作「土って気持ちがいい」 

 全身を使って土で遊びました。 

縦割り班活動 リーダーとして奮闘中です。 初めての裁縫、ボタンを付けました。 

そらまめのさやとりをしました。 


